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第
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期
看
取
り
士
養
成
講
座

第
７
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こ
さ
か
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト

第 19期看取り士養成講座を受けた人たち（左から 4人目が筆者）

REIKOトリオ（左から REIKO さん、高野正明さん、筒井裕之さん）

平山バンド（左から平山惠勇さん、石村義弘さん、奥村斉さん）

宮岡信夫クインテット（左から稲屋浩さん、
高阪照雄さん、宮岡信夫さん、村田博志さん）

「笑顔してますか」
定価 1,080 円（税込み）

ポーズを決めるメンバー（前列左端が岸本眞由美さん）

収
録
後
、
記
念
撮
影
。
左
か

ら
嵐
さ
ん
、
椿
優
稀
店
長
、

ボ
ー
カ
リ
ス
ト
椿
彩
綺
さ

ん
、
小
野
元
裕
、
梅
屋
さ
ん

世界遺産登録　紀伊山地の霊場と参詣道

▶連絡先：有限会社木須商店（☎072-949-1147）
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きす屋への道しるべ

〒639―3115　奈良県吉野郡吉野山403　（銅の鳥居前）
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し
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社
交
ダ
ン
ス
を
し
て
み

た
い
人
は
多
い
。し
か
し
、

敷
居
が
高
く
踏
み
出
せ
な

い
。

　

そ
ん
な
声
に
応
え
て
、

今
年
７
月
に
岸
本
眞
由

美
さ
ん
（
57
）
は
「
メ

モ
リ
ー
ク
ラ

ブ
」
を
開
い

た
。「
ま
っ

た
く
初
め
て
の
方
の
社
交

ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
」
と
し

て
中
鴻
池
リ
ー
ジ
ョ
ン
セ

ン
タ
ー
（
東
大
阪
市
中
鴻

池
町
２
―
３
―
13
）
で
毎

月
２
回
午
前
10
時
〜
11
時

に
行
っ
て
い
る
。

　

岸
本
さ
ん
自
身
50
歳
を

過
ぎ
て
か
ら
社
交
ダ
ン
ス

を
始
め
た
。
現
在
、
競
技

選
手
と
し
て
活
躍
し
て
い

る
。「
社
交
ダ
ン
ス
は
２

人
で
行
う
の
で
、
相
手
の

こ
と
を
思
い
や
る
心
が
大

切
で
す
」
と
岸
本
さ
ん
は

社
交
ダ
ン
ス
の
魅
力
を
語

る
。

　

毎
回
10
人
ほ

ど
の
参
加
者

で
、
社
交
ダ
ン

ス
を
楽
し
ん
で

い
る
。
メ
ン

バ
ー
の
丸
山
玲

子
さ
ん
（
40
）

は
「
楽
し
く
分

か
り
や
す
く
教

え
て
く
れ
る
の

で
、
あ
り
が
た

い
」
と
話
し
て

い
た
。

　

参
加
費
は
１

回
８
０
０
円
。

見
学
は
無
料
で

で
き
る
。
11
月

と
12
月
は
そ
れ

ぞ
れ
１
回
の
開

催
で
、
11
月
29

日
と
12
月

６
日
。
問

い
合
わ
せ

は
、岸
本
眞
由
美
さ
ん（
☎

０
９
０
―
３
７
２
７
―
３

５
５
２
）
へ
。

秋晴れ ジャズ日和

盛大に開催

スカイパーフェクトＴVに登場 

自民党衆議院議員 衛藤晟一さん

平和安全法制を丁寧に説明衛藤晟一さん

　

本
紙
の
代
表
取
締
役
社

長
、
小
野
元
裕
が
ス
カ
イ

パ
ー
フ
ェ
ク
ト
Ｔ
Ｖ
に
登

場
す
る
。「
嵐
・
梅
屋
の

ス
ロ
ッ
タ
ー
ズ
☆
ジ
ャ
ー

ニ
ー
」
と
い
う
番
組
の
な

か
で
エ
ア
デ
ィ
ナ
ー
を
披

露
。
収
録
は
馬
肉
専
門
店

「
桜
家
」（
東
大
阪
市
長
堂

１
―
３
―
６
）
で
行
わ
れ

た
。

　

放
送
は
11
月
３
日
21
〜

22
時
、
５
３
６
チ
ャ
ン
ネ

ル
「
パ
チ
ン
コ
★
パ
チ
ス

ロ
Ｔ
Ｖ
！
」。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
ス
マ

イ
リ
ス
ト
協
会
の
笑
顔
運

動
が
30
年
を
迎
え
た
。
30

年
の
歩
み
を
ま
と
め
、
理

事
長
の
近
藤
友
二
さ
ん

（
83
）
が
「
笑
顔
し
て
ま

す
か
」
を
ド
ニ
エ
プ
ル
出

版
か
ら
上
梓
。

　

こ
れ
を
記
念
し
て
、
11

月
10
日
18
時
30
分
か
ら
新

阪
急
ホ
テ
ル
・
花
の
間（
大

阪
市
北
区
芝
田
１
―
１
―

35
）
で
開
か
れ
る
。
会
費

は
１
万
円
。
発
起
人
代
表

は
幸
南
食
糧
株
式
会
社
取

締
役
会
長
の
川
西
修
さ

ん
。

　

世
界
中
に
笑
顔
を
広
め

る
笑
顔
運
動
に
共
鳴
す
る

人
な
ら
誰
で
も
参
加
で
き

　

私
が
今
、
目
指
し
て
い
る
人
生
の

最
大
目
標
は
「
大
往
生
」
で
す
。

こ
の
「
大
往
生
」
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
い
う

気
持
ち
が
と
て
も
強
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
こ
の
「
大
往
生
」
と

い
う
言
葉
を
辞
書
で
調
べ
ま
す
と
、〝
少
し
の

苦
し
み
も
な
く
安
ら
か
に
死
ぬ
〞と
あ
り
ま
す
。

　

つ
ま
り
、「
大
往
生
」
＝
「
幸
せ
な
最
期
」

な
の
で
す
。
そ
の
夢
を
叶
え
る
た
め
に
は
、「
ど

こ
で
最
期
を
迎
え
た
い
で
す
か
？
」「
誰
に
看

取
ら
れ
た
い
で
す
か
？
」「
延
命
治
療
は
希
望

さ
れ
ま
す
か
？
」「
何
か
お
困
り
の
こ
と
は
あ

り
ま
す
か
？
」
と
い
う
こ
と
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に

な
り
ま
す
。

　

た
だ
、〝
幸
せ
な
最
期
〞を
迎
え
る
た
め
に
は
、

次
の
３
つ
の
こ
と
が
叶
え
ら
れ
る
こ
と
だ
と
い

う
の
で
す
。
そ
れ
は
、
死
に
対
し
て
夢
を
持
つ

こ
と
。
家
族
や
支
え
る
人
が
目
の
前
に
い
る
こ

と
。
そ
し
て
、
自
分
で
決
め
る
自
由
が
あ
る
こ
と
（
尊

厳
死
の
本
来
の
意
味
で
し
ょ
う
）
で
す
。

　

こ
の
こ
と
か
ら
、
実
は
、〝
看
取
り
〞
と
は
、
手
で

触
れ
て
、
目
で
見
て
、
身
体
で
い
の
ち
を
受
け
取
る
こ

と
だ
と
確
信
し
ま
し
た
。

　

そ
う
い
っ
た
な
か
で
、
私
は
「
看
取
り
士
」（
一
般

社
団
法
人
日
本
看
取
り
士
会
）
と
い
う
資
格
取
得
に
挑

戦
し
、
第
19
期
看
取
り
士
養
成
講
座
を
受
け
、
全
国
で

74
人
目
の
看
取
り
士
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

る
。

　

問
い
合
わ
せ
は
、
近
藤

友
二
さ
ん
（
☎
０
９
０
―

９
６
１
４
―
７
２
５
４
）

へ
。

社
交
ダ
ン
ス

サ 

ー 

ク 

ル 「
メ
モ
リ
ー
ク
ラ
ブ
」

　

10
月
11
日
、
近
鉄
小
阪

駅
を
中
心
と
し
た
18
会
場

で
楽
し
い
ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ

が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
小

阪
駅
前
メ
ー
ン
会
場
に
は

「
宮
岡
信
夫
ク
イ
ン
テ
ッ

ト
」
が
出
演
。
宮
岡
さ
ん

の
キ
レ
の
あ
る
味
わ
い
深

い
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
を
中
心

に
、
ベ
テ
ラ
ン
藤
井
貞
泰

さ
ん
の
ピ
ア
ノ
、
売
り
出

し
中
の
テ
ナ
ー
サ
ッ
ク
ス

稲
屋
浩
さ
ん
、
リ
ズ
ム
抜

群
の
ド
ラ
ム
高
阪
照
雄
さ

ん
が
乗
り
の
い
い
楽
曲
で

客
席
を
沸
か
せ
て
い
た
。

　

イ
オ
ン
タ
ウ
ン
小
阪
会

場
に
は
「
Ｒ
Ｅ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
ト

リ
オ
」
が
出
演
。
ジ
ャ
ズ

バ
イ
オ
リ
ン
の
名
手
Ｒ
Ｅ

Ｉ
Ｋ
Ｏ
さ
ん
が
、
ギ
タ
ー

筒
井
裕
之
さ
ん
・
パ
ー

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
高
野
正
明

さ
ん
を
バ
ッ
ク
に
、
ス
ペ

イ
ン
の
楽
曲
を
中
心
に
披

露
し
た
。

　

ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ

ン
東
大
阪
会
場
に
は
「
平

山
バ
ン
ド
」
が
出
演
。
十

数
台
の
超
高
級
バ
イ
ク
・

ハ
ー
レ
ー
ダ
ビ
ッ
ド
ソ
ン

を
背
景
に
チ
ッ
ク
コ
リ
ア

研
究
第
一
人
者
の
ピ
ア

ノ
・
奥
村
斉
さ
ん
、
安
定

感
抜
群
の
ベ
ー
ス
・
石
村

義
弘
さ
ん
、
そ
し
て
超
過

激
ド
ラ
ム
・
平
山
惠
勇
さ

ん
が
チ
ッ
ク
コ
リ
ア
サ
ウ

ン
ド
を
会
場
内
外
に
響
き

わ
た
ら
せ
た
。

　

第
31
回
「
ど
こ
へ
行
く

Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
」
セ
ミ

ナ
ー
が
10
月
25
日
に
ホ
テ

ル
ア
ウ
ィ
ー
ナ
大
阪
（
大

阪
市
天
王
寺
区
石
ケ
辻
町

19
―
12
）
で
開
か
れ
、
約

３
０
０
人
が
集
っ
た
。
主

催
者
は
、
自
由
民
主
党
参

議
院
議
員
北
川
イ
ッ
セ
イ

さ
ん
。

　

自
由
民
主
党
衆
議
院
議

員
の
衛
藤
晟
一
さ
ん
が

「
平
和
安
全
法
制
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
講
演
し
た
。

　

激
変
す
る
世
界
情
勢
の

な
か
で
日
本
政
府
が
ど
の

よ
う
に
し
て
国
民
を
守
ろ

う
と
し
て
い
る
の
か
を
資

料
を
使
い
な
が
ら
初
め
て

聞
く
人
に
も
分
か
り
や
す

く
説
明
し
た
。

初
め
て
で
も楽し
め
る

大
往
生

臨終の場
　今、日本の社会から“臨終の場”
が消えようとしています。“臨終”
とは、「臨命終時・命の終わりの

時に臨む」という意味であって、決して、医師の「ご
臨終です」の言葉で命が終わるのではありません。
命の終わりに臨むことなのです。
　それは、これから自分の命が終わり旅立つ時、
家族との（あるいは支える人）との魂の受け渡し
が始まる時なのです。そう私は思いました。身体
の温もりをしっかりとその手に移して、そして身
体が冷たくなるまで傍にいて、その冷たさを受け
取ります。それこそが、命と命（魂のエネルギー）
のリレーというものだと気づきました。
　日蓮聖人は「臨終を習って、その後に他事を習
うべし」と言っております。また、マザーテレサ
の言葉に「人生のたとえ 99％が不幸だとしても最
期の１％が幸せならば、その人の人生は幸せなも
のに変わる」と。
　私もまた「終わりよければすべてよし」を標榜
するものですが、あなたはどう思われますか。

人
生
の
味
わ
い

11
月
３
日 

21
〜
22
時
放　
映

セ
ミ
ナ
ー
開
催

笑
顔
運
動
30
周
年

＆

「
笑
顔
し
て
ま
す
か
」

笑
顔
写
真
　
１
年
に
１
度
は
笑
顔
で
写
真

　

お
1
人
様
５
、０
０
０
円

　

２
Ｌ
判
写
真
２
枚
＋
Ｃ
Ｄ
（
デ
ー
タ
10
枚
入
り
）

株
式
会
社 

ス
プ
ラ
ウ
ト

笑
顔
写
真
家 

脇
元 

美
智
子

〒
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0011 

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
6
―
2
―
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11
月
10
日
新
阪
急
ホ
テ
ル
で

出
版
記
念
会

森 田 典 博

人

お よ び

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

人

岸 本 光 生

中 原 健 氏

高 橋 正 子

（敬称略、10月26日現在）

社交ダンスを楽しく分かりやすく指導

第31回「どこへ行くNIPPON」

東大阪市議会議員 会派名・所属議員等 一覧表

本紙社長
小野元裕

　

こ
さ
か
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
は
今
年
で
7
回
目
の

開
催
と
な
る
。
こ
さ
か
ジ
ャ
ズ
実
行
委
員
会
、
小
阪

商
店
連
合
会
、後
援
の
各
団
体
、多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
皆
さ
ん
の
周
到
な
準
備
が
実
っ
た
ジ
ャ
ズ
ス
ト

リ
ー
ト
だ
っ
た
。

イ・ベ・ン・ト  情 報
●特別展示「河内八尾 1950 ～ 1960」
作家今東光と写真家田中幸太郎が残した八尾の風景
開催期間：９月 30日～来年３月 31日
開館時間：10～ 17時
開催場所：八尾図書館３階・今東光資料館（八尾市本町２- ２- ３）
入場料金：無料

●パドローネ７周年記念ジャズライブ
日時：11月 14日 19時 30分～
会場：B-Roxy（大阪市中央区日本橋１-20- ９）
出演者：ジャズ界重鎮のベーシスト宮本直介さん、日本最高峰のギ

タリスト塩本彰さんほか
参加費：5,000 円（ワンドリンク付き）
申し込み：小川秀人さん（☎ 080-1454-5666）

●東大阪河内ライオンズクラブチャリティー講演会
　「チェルノブイリその後、そして未来」
講師：陶山昭彦さん（医師）
パネリスト：タマーラ・クラシツカヤさん（NGOゼムリャキ代表）、

スベトラーナ・ベスバーロバさん（医師）
日時：11月 28日 14時～
会場：ホテルセイリュウ（近鉄奈良線石切駅南出口より徒歩５分）
入場料：1,000 円
申し込み：事務局（☎ 072-962-7979）

●赤峰勝人大阪講演会
「循環を知り本来の活きる力を」
日時：11月 28日 12時 30分～ 15時 30分
会場：クレオ大阪南（地下鉄谷町線喜連瓜破駅①番出口北西へ徒歩５分）
入場料：前売り 1,500 円、当日 2,000 円
問い合わせ：大阪なずなの会世話人会・永井さん
　　　　　　（☎ 090-9054-8578）



東　　　 大　　　 阪 （２）（第 3 種郵便物認可） （新聞定価　月ぎめ 850円） 平成２７年１１月１日（日）
「先祖供養が家庭の平穏に繋がります」と語る有澤博道住職

ら
ず
良
好
な

状
態
で
残
っ

て
お
り
、
見

た
者
の
心
を
捉
え
る
。
境

内
の
東
上
に
は
好
山
和
尚

の
廟
塔
で
あ
る
清
涼
塔
を

中
心
に
歴
代
和
尚
の
墓
が

並
ん
で
い
る
。
そ
の
下
に

は
古
代
の
横
穴
式
古
墳
が

あ
る
。
巨
大
な
石
を
使
っ

て
築
か
れ
た
貴
重
な
遺
跡

で
、
大
森
貝
塚
の
調
査
で

有
名
な
エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・

モ
ー
ス
が
ス
ケ
ッ
チ
画
を

残
し
て
い
る
ほ
ど
だ
。

　

現
住
職
の
有
澤
博
道
さ

ん
（
65
）
は
14
代
目
。
30

歳
で
住
職
に
就
い
た
。
そ

の
頃
の
法
蔵
寺
は
、
荒
れ

果
て
て
鬱
蒼
と
し
て
い

た
。
自
分
の
住
職
と
し
て

の
役
目
は
、
こ
こ
を
整
備

す
る
こ
と
だ
と
心
に
決

め
、
取
り
か
か
っ
た
。
資

金
の
な
い
な
か
で
の
整
備

は
思
っ
て
い
た

以
上
に
大
変

だ
っ
た
が
、
檀

家
始
め
多
く
の
人
々
の
協

力
が
あ
り
、
少
し
ず
つ

整
っ
て
い
っ
た
。
今
で
は

す
っ
き
り
と
し
た
お
寺
に

生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る
。

納
骨
や
永
代
供
養
を
お
願

い
に
来
る
人
も
増
え
た
。

　

法
蔵
寺
で
は
、
毎
月
第

１
日
曜
日
の
午
前
７
時
か

ら
８
時
ま
で
参
禅
会
が
行

わ
れ
て
い
る
。
米
１
合
を

持
っ
て
く
れ
ば
誰
で
も
参

加
で
き
る
会
で
、
人
気
が

あ
る
。
座
禅
30
分
、
般
若

心
経
、
作
務
（
掃
除
）
の

後
、
お
に
ぎ
り
を
い
た
だ

く
。
毎
回
10
人
ほ
ど
が
参

加
。
多
い
と
き
は
20
～
30

人
が
参
加
し
て
い
る
。

江
戸
中
期
の
龍
の
天
井
絵
が
残
る

大
覚
山
法
蔵
寺
で
参
禅
会
が
人
気

住 

職
　
有
澤
博
道
さ
ん

秋晴れのなか賑わう
第11回八尾もの市

　第11回八尾もの市が10月25日に
渋川神社境内（八尾市植松町３－
３－33）で開かれた。
　ものづくりの街八尾で活躍する
人たちや八尾に縁のある人たちが
集まり、ブースを出した。ブース
の数は約50。食べるお茶「台湾客
家擂茶」や消防ホースをリサイク
ルして作った鞄など珍しいものが
数多く売られていた。
　食のブースや音楽ステージなど
もあり、秋晴れのなか10時から16
時まで境内は賑わった。

　

河
内
西
国
17
番
霊
場
の

大
覚
山
法
蔵
寺
は
、
寛
延

元
年
（
１
７
４
８
年
）
に

土
佐
の
長
宗
我
部
氏
の
子

孫
で
も
あ
る
好
山
和
尚
に

よ
っ
て
曹
洞
宗
の
寺
と
し

て
開
山
。

　

本
堂
に
入
る
と
、
狩
野

得
水
に
よ
る
壮
大
な
龍
の

天
井
絵
が
目
に
入
る
。
江

戸
中
期
の
も
の
に
も
関
わ

　

八
尾
市
倫
理
法
人
会

（
高
木
幸
賢
会
長
）
の
経

営
者
モ
ー
ニ
ン
グ
セ
ミ

ナ
ー
で
10
月
13
日
、
株
式

会
社
キ
ン
キ
専
務
取
締
役

溝
口
豪
さ
ん（
43
）が「
ど

ん
な
セ
ミ
ナ
ー
に
行
っ
て

も
変
わ
ら
な
か
っ
た
自
分

が
倫
理
で
変
わ
っ
た
」
と

題
し
て
初
講
話
を
行
っ

た
。

　

近
畿
大
学
卒
業
後
プ
ロ

ゴ
ル
フ
ァ
ー
を
目
指
す

も
、
父
親
が
経
営
す
る
株

式
会
社
キ
ン
キ
（
東
大
阪

市
新
家
３
―
11
―
23
、
☎

０
６
―
６
７
８
８
―
５
２

３
１
）
に
入
る
。

　

役
職
が
付
き
、
責
任

が
重
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
、
自
分
は
こ
の
先
ど
う

す
れ
ば
よ
い
の
か
悩
む
よ

う
に
な
る
。
創
業
者
で
あ

る
父
親
の
後
を
継
い
で
会

社
を
盛
り
立
て
て
い
く
に

は
ど
う
す
べ
き
か
と
暗
中

模
索
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
セ

ミ
ナ
ー
に
通
う
よ
う
に
な

る
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
学
ん
で
い

る
と
き
は
よ
い
が
、
会
社

に
戻
る
と
不
安
が
残
っ
た

ま
ま
だ
。

　

八
尾
市
倫
理
法
人
会
の

金
原
寛
周
前
会
長
の
フ
ェ

イ
ス
ブ
ッ
ク
を
見
て
い
る

と
、
倫
理
法
人
会
の
こ
と

が
生
き
生
き
と
書
か
れ
て

お
り
、
興
味
を
抱
く
。
あ

る
日
、
連
れ
て
行
っ
て
も

ら
う
こ
と
に
。

　

今
ま
で
の
セ
ミ
ナ
ー
で

は
感
じ
る
こ
と
の
で
き
な

か
っ
た
衝
撃
を
受
け
る
。

通
う
ご
と
に
、
純
粋
倫
理

の
学
び
が
深
ま
り
、
目
の

株
式
会
社
キ
ン
キ

専
務
取
締
役 

溝
口
豪
さ
ん

目を輝かせながら初
講話する溝口豪さん

実戦そのものド迫力

ロープを伝ってヘリから降りる隊員

エアーフェスタ2015
記念式典で
訓 練 展 示

八
尾
駐
屯
地 

創
立
61
周
年

中
部
方
面
航
空
隊 

創
隊
53
周
年

　

八
尾
駐
屯
地
創
立
61
周

年
・
中
部
方
面
航
空
隊
創

隊
53
周
年
記
念
行
事
と
し

て
「
エ
ア
ー
フ
ェ
ス
タ
２

０
１
５
」
が
10
月
25
日
に

陸
上
自
衛
隊
八
尾
駐
屯
地

（
八
尾
市
空
港
１
―
81
）

で
開
催
さ
れ
た
。

　

記
念
式
典
の
後
、
観
覧

飛
行
、
訓
練
展
示
が
行
わ

れ
た
。

　

実
戦
そ
の
も
の
訓
練
展

示
を
参
加
者
は
息
を
飲
ん

で
見
て
い
た
。

　

戦
車
試
乗
、
大
型
ヘ
リ

地
上
滑
走
な
ど
あ
り
、
駐

屯
地
は
家
族
連
れ
で
賑

わ
っ
て
い
た
。

八
尾
商
工
会
議
所
青
年
部

懇親会で挨拶する
久保登嗣新会長平成 27年度

臨時総会
開催

　

八
尾
商
工
会

青
年
部
の
平
成

27
年
度
臨
時
総

会
が
10
月
23
日

に
八
尾
商
工
会

議
所
（
八
尾
市

清
水
町
１
）
で

開
か
れ
た
。
そ

新会員募集に注力
こ
で
、
平
成
28
年
度
の
役

員
が
決
め
ら
れ
た
。

　

そ
の
後
、
懇
親
会
が
持

た
れ
、
和
や
か
な
雰
囲
気

の
な
か
会
員
同
士
の
交
流

が
行
わ
れ
た
。

　

平
成
28
年
度
の
会
長
久

保
登
嗣
さ
ん
（
49
）
は
、

懇
親
会
で
「
新
会
員
の
募

集
に
力
を
注
ぎ
た
い
」
と

力
強
く
語
っ
た
。

　

ま
た
、
懇
親
会
に
は
岡

山
商
工
会
議
所
青
年
部
の

メ
ン
バ
ー
も
参
加
し
、
来

年
２
月
28
日
に
開
か
れ
る

吉
備
の
国
お
か
や
ま
大
会

の
Ｐ
Ｒ
を
し
た
。

　

10
月
25
日
冬
時
間
に
な
り
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル

も
な
く
地
方
選
挙
は
終
わ
っ
た
。

　
「
先
日
採
っ
た
キ
ノ
コ
を
食
べ
に
こ
な
い
か
」

と
ミ
ハ
イ
ル
か
ら
誘
い
の
電
話
が
あ
っ
た
の
で
、

ウ
オ
ツ
カ
を
持
っ
て
行
く
こ
と
に
。

　

ミ
ハ
イ
ル
の
家
に
入
る
と
、
キ
ノ
コ
料
理
の
香

り
が
し
た
。

　

思
わ
ず
お
腹
が
鳴
る
。
ミ
ハ
イ
ル
は
小
さ
く
笑

い
、「
さ
あ
、
は
や
く
食
べ
よ
う
」
と
背
中
を
押

し
て
く
れ
た
。

　

カ
ー
チ
ャ
が
「
お
じ
さ
ん
、
お
じ
さ
ん
」
と
言

い
な
が
ら
ま
と
わ
り
つ
く
。

　

小
さ
な
カ
ー
チ
ャ
を

抱
き
上
げ
、
テ
ー
ブ
ル

の
と
こ
ろ
ま
で
行
く

と
、
所
狭
し
と
キ
ノ
コ

料
理
が
並
べ
ら
れ
て
い

る
。

　
「
い
ら
っ
し
ゃ
い
」

　

そ
う
言
っ
て
、
奥
さ

ん
の
レ
ー
ナ
が
椅
子
を

引
い
て
く
れ
た
。

　

カ
ー
チ
ャ
を
抱
っ
こ

し
な
が
ら
、
ワ
イ
ン
で

乾
杯
。
キ
ノ
コ
料
理
と
ワ
イ
ン
は
よ
く
合
う
。

　
「
レ
ー
ナ
の
料
理
は
お
い
し
い
ね
。
高
級
レ
ス

ト
ラ
ン
以
上
だ
」
と
言
う
と
、
レ
ー
ナ
は
「
あ
り

が
と
う
」
と
微
笑
ん
だ
。

　
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
は
、
レ
ス
ト
ラ
ン
よ
り
も
家

庭
の
方
が
お
い
し
い
の
よ
」

　

ミ
ハ
イ
ル
も
嬉
し
そ
う
に
言
葉
を
添
え
る
。

　
「
妻
に
胃
袋
を
つ
か
ま
れ
て
い
る
の
で
、ど
ん
な

素
敵
な
女
性
が
現
れ
て
も
な
び
く
こ
と
は
な
い
な
」

　

レ
ー
ナ
は
ミ
ハ
イ
ル
の
頬
に
キ
ス
を
し
て
、「
本

当
か
し
ら
」
と
悪
戯
っ
ぽ
く
か
ら
か
っ
た
。

　

杯
を
重
ね
て
い
る
う
ち
に
、
選
挙
の
話
に
な
っ

た
。
レ
ー
ナ
が
口
火
を
切
っ
た
。

　
「
今
回
の
選
挙
か
ら
共
産
党
は
出
る
こ
と
が

で
き
な
く
な
っ
た
の
よ
」

　

ミ
ハ
イ
ル
が
そ
れ
に
解
説
を
加
え
る
。

　
「
共
産
党
は
党
名
を
変
え
て
出
た
け
れ
ど
、

誰
も
が
分
か
っ
て
い
る
の
で
、
投
票
し
な
か
っ

た
よ
」

　

膝
の
上
で
、
カ
ー
チ
ャ
は
キ
ノ
コ
を
頬
張
っ

て
い
る
。

ウクライナ

連載小説

ウクライナを
歩く

小野元裕
43

先日採ったキノコを
食べにこないか

　

11
月
23
日
は
勤
労
感
謝
の
日
で
す
。
ま
た
新

嘗
祭
の
日
で
も
あ
り
ま
す
。

　

新
嘗
祭
は
、
古
く
か
ら
天
皇
が
そ
の
年
に
収

穫
さ
れ
た
新
穀
や
新
酒
を
天
照
大
神
を
は
じ
め

と
す
る
天
地
の
神
々
に
供
え
、
農
作
物
の
恵
み

に
感
謝
し
、
自
ら
も
食
さ
れ
る
儀
式
で
し
た
。

　

律
令
制
度
の
も
と
11
月
の
２
番
目
の
卯
の
日

に
新
嘗
祭
を
執
り
行
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、

天
皇
が
即
位
さ
れ
た
最
初
の
新
嘗
祭
を
大だ
い

嘗じ
ょ
う

祭さ
い

と
呼
び
、
天
皇
即
位
を
天
下
に
知
ら
し
め
る
大

事
な
祭
典
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

新
嘗
祭
が
い
つ
頃
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
か

は
、
は
っ
き
り
し
な
い
の
で
す
が
、
日
本
書
紀

で
皇
極
天
皇
元
年
（
６
４
２
年
）
の
11
月
16
日

に
新
嘗
祭
の
記
述
が
あ
る
の
が
文
献
に
出
て
く

る
最
初
で
す
。

　

そ
れ
が
明
治
以
降
、
新
嘗
祭
は
11
月
23
日
に

定
め
ら
れ
、
国
民
の
祝
日
と
な
り
、
昭
和
23
年

よ
り
勤
労
感
謝
の
日
と
名
を
変
え
て
、
勤
労
を

貴
び
、
生
産
を
祝
い
、
国
民
が
互
い
に
感
謝
し

合
う
日
と
し
て
国
民
に
す
っ
か
り
定
着
し
た
祝

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
来
こ
の
新
嘗
祭
は
宮
中
だ
け
で
行
わ
れ
て

い
た
儀
式
で
は
な
く
、
一
般
民
衆
の
間
で
も
新

し
い
穀
物
を
神
様
に
供
え
、
そ
れ
を
食
べ
て
収

穫
を
祝
う
習
慣
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
近
、
古
代
米
の
復
活
に
よ
り
各
地
の
神
社

で
も
新
嘗
祭
の
行
事
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
は
我
々
日
本
人
の
お
米
に
対
す
る
感
謝
の
心

が
甦
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

私
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
小
学
校
で
子
ど
も
た
ち
に
古
代
稲
の
バ
ケ

ツ
栽
培
を
指
導
し
て
き
た
こ
と
が
、
み
ん
な
に

響
き
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
さ
て
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
も
ふ
た
を
開
け
た
ら
何

や
ら
怪
し
い
雲
行
き
で
す
。
お
米
は
大
丈
夫
で

し
ょ
う
か
。

　

昔
の
「
元
氣
」
に
は
「
米
」
が
入
っ
て
い
ま
す
。

お
米
が
日
本
を
元
氣
し
て
く
れ
る
こ
と
を
祈
り

ま
し
ょ
う
。 59

新に
い

嘗な
め

祭さ
い

古
代
稲
研
究
家
　
田
中
伸
侍

（
八
尾
市
在
住
）

大阪府知事選挙大阪府知事選挙

期間　11 月６日（金）から 11 月 21 日（土）まで
時間　午前８時 30 分～午後８時
場所　八尾市役所　本館１階　市民ロビー

投　票　日　　11月22日（日）
投票時間　　午前７時から午後８時まで

「さあ投票　選挙の主役はあなたです」
期日前投票について

八尾市選挙管理委員会

前
に
光
が
刺
し
た
。
自
分

が
変
わ
っ
た
。
自
分
が
変

わ
れ
ば
、周
り
も
変
わ
り
、

未
来
が
開
け
て
き
た
。

　

今
で
は
、
倫
理
法
人
会

で
学
ん
だ
活
力
朝
礼
を
会

社
に
取
り
入
れ
、
会
社
が

活
気
づ
い
て
き
て
い
る
。

大覚山 法蔵寺
〒581-0872
八尾市郡川６－３
TEL 072-941-6364
FAX 072-943-7345

パドローネ22代表　小川秀人パドローネ22代表　小川秀人

第 3回西成ジャズ
オールスターズ
第 3回西成ジャズ
オールスターズ

西成ジャズ物語西成ジャズ物語 16

聖地「難波屋」で大盛況開催
　西成ジャズの総師・松田順司さんが難波屋でライブを開始して、
来年2016年には「西成ジャズシーン」が10周年を迎える。現在、
西成ジャズに参加しているミュージシャン・ヴォーカリストは60
人を超える。
　10月11日と12日の2日間、「第3回西成ジャズオールスターズ」
が難波屋にて開催された。2日間で500人超のファンが詰めかけ、
午後3時～9時のライブに延べ60人のミュージシャン・ヴォーカリ
ストが出演、会場は強烈な熱気に包まれた。
　現在、Donna―Lee・難波屋・成田屋を中心に毎月20回超のライブ
を開催しており、「西成ジャズシーン」10周年に向けて熱いライ
ブが続く。

ど
ん
な
セ
ミ
ナ
ー
に
行
っ
て
も

変
わ
ら
な
か
っ
た

自
分
が
倫
理
で
変
わ
っ
た

渋
川
神
社
で 

10
月
25
日

①「台湾客
はっ
家
か
擂
れい
茶
ちゃ
」を売る松本学さん

②消防ホースから作った鞄を売る髙橋國
男さん
③音楽ステージではヘビメタ演奏
④来場者を笑顔で迎える本部スタッフ

１

2

3

4

第四回世界に羽ばたけ
『夢』スピーチコンテスト
支援金額：120万円
主催：一般財団法人青少年夢応援隊
協賛：株式会社サンクレスト
後援：大阪府、東大阪市
公式サイト：http://yumeouentai.com

【出場者一次選定】
　作文を基にスピーチコンテスト本選出場者 10名を選考いたします。
①公式サイトより『出場者申込書』をダウンロードし、必要事項を記入
②「夢」というテーマで作文を書いていただきます。
　また、受賞した際の支援金の使途も記載ください。
　※原稿用紙（400 字詰め）にて２～３枚まで
　※手書き、パソコン等問わない
③応募方法：「出場者申込書」と「原稿」を併せてメール又は
　郵便でお送りください。
　※「出場者申込書」と「原稿」はＨＰよりダウンロード
      してください。
　※メールを送る際の件名は「スピーチコンテスト応募」
      としてください。
④送り先：郵送の場合　宛先：大阪府東大阪市南上小阪 12-42
一般財団法人青少年夢応援隊　事務局　植田宛
メールの場合　info@yumeouentai.com
⑤原稿締切：平成 28年８月 31日（水）必着
【本選開催日時】
　平成28年 10月（日にち未定）
本選開催場所：大阪商業大学ユニバーシティホール蒼天
　　　　住所：大阪府東大阪市御厨栄町 4-1-10

東大阪の企業  株式会社サンクレストが応援しています

【開催趣旨】
将来の夢や目標があるが、経済的支援を必要とする
若者が自身の「夢」をテーマにスピーチを行い、
受賞者を選定、支援金権利を授与いたします。
【応募資格】
大阪在住または在学・在勤の 16歳以上 25歳までの青少年
（平成２年４月２日～平成 12年４月１日生まれの方）

2016（平成28）年１月31日（日）
15：00開演（14：15開場）※17:00終演予定

大阪フィルハーモニー交響楽団　八尾演奏会

山下洋輔、15年ぶりに大阪フィルとのラプソディ・イン・ブルー
指揮：大友直人
独奏：山下洋輔（ピアノ）
管弦楽：大阪フィルハーモニー交響楽団
A. リード（中原達彦編）：エル・カミーノ・レアル（管弦楽版）
G. ガーシュウィン：ラプソディ・イン・ブルー
A. ドヴォルザーク：交響曲第９番「新世界より」

指揮者・大友直人さんと八尾市在住の音楽評論家・横原千史さんによるプレトーク開催 (14：30～）
プリズム小ホール（八尾市文化会館）
全席指定・税込
ＳＳ席：６，０００円
Ｓ席：４，５００円（友の会４，０５０円）Ｓ席割引：３，６００円
Ａ席：一般３，０００円（友の会２，７００円）Ａ席割引：２，４００円
Ｂ席：一般２，０００円
（当日各５００円増）
S席割引、A席割引は、25歳以下・65歳以上 /障がいのある方とその介添の方（１名様まで）が対象
○チケット発売
【友の会先行発売】　2015( 平成 27) 年 10月 31日 (土 ) 午前 10：00～
【一般前売発売】　   2015( 平成 27) 年 11月 1日 (日 ) 午後 10：00～

購読・広告
のお申し込みは
☎072-926-5134
㈱東大阪新聞社
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10日  倫理研究所近畿方面副方面長　澤谷直行氏「活路を拓く」
17日  大阪経済法科大学学長　藤本和貴夫氏「現代の東北アジアにおける日本」
24日  千里中央倫理法人会専任幹事　桝田佳明氏「入会して3年～僕の倫理実践体験～」

15日  大阪府倫理法人会東地区長　菅田徹也氏「社労士として考える労使関係」
12日  大阪都島区倫理法人会幹事　石黒一氏「実践は修行だ！陰徳を積もう!!」
19日  倫理研究所法人スーパーバイザー　中西通夫氏「純粋倫理を実践して」
26日  大阪北区倫理法人会相談役　松井直輝氏「職場の三原則～こんな会社は倒産する」

16日  東大阪市倫理法人会会員　東野卓仁氏「35年間の商売からの学び、そして倫理との出会い」
13日  大阪府倫理法人会普及拡大委員長　中世古雅通氏「倫理で悟った『頼まれごとは、試されごと』」
20日  大阪府倫理法人会監査　吉瀬融氏「会長3年の振り返り」
27日  石川県倫理法人会後継者倫理塾塾長　連友也郎氏「創業精神に則った経営」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はカフェ・ブルボン（近鉄河内山本駅・北へ徒歩2分）
八尾市倫理法人会事務局 ☎06―4963―582011月の予定

●大阪鴻池倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週木曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はホテルセイリュウ（近鉄石切駅・南へ徒歩５分）
大阪鴻池倫理法人会事務局 ☎06-6745-205111月の予定

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

: :毎週金曜日、朝6 30～7 30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄河内小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06―6728―070011月の予定

阪井楊子さん（左）と臼井優子さん
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